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１．従業員の専門性を強化する

お客様の最善の利益を実現するため、当社は従業員の高度な専門性と職業倫理の向上を重要課題として
います。

金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則２・6」

※1 資格取得の対象となる営業役職員数は67名
※2 テクニカルアナリストは1次レベルから3次レベル保有者の合計
※3 ファイナンシャルプランナーはAFP・CFP保有者の合計

特に本年度からは、アドバイスの視点を広げサポートの質をさらに高めるため、「資産形成コンサルタント」および
「プライベートバンカー」の育成を新たな重点項目として開始しました。初年度の有資格者率は9%（6名）と
なり、高度なアドバイス体制構築に向けた着実な第一歩と捉えています。

今後も有資格者の拡大を継続し、デリバティブ取引の特性を十分に踏まえつつ、お客様お一人おひとりのニー
ズに寄り添った適切な助言ができるアドバイザーの育成に努めてまいります。

資格保有者数の割合             （2026年3月31日現在）

◆ テクニカルアナリスト 67%（前年比+1.3%）

◆ ファイナンシャルプランナー 21%

◆資産形成コンサルタント/プライベートバンカー 9%
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2025年度は、従来の強みであるテクニカル分析を用いた相場分析や助言に
加え、お客様の資産状況や投資目的に対する理解を深め、より多角的なサ
ポートを提供できる体制の構築に注力しました。



２．利益相反の適切な管理と手数料の透明性

当社は、お客様の利益を不当に害することがないよう、公正な取引環境の
構築と情報の開示を徹底しています。

金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則３・４」
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パンフレットやホームページにおいて、サービス内容に応じた手数料体系を明確に開示しています。
2025年度は新たに公式YouTube等のSNSを活用した情報発信を強化し、他社とのサービス内
容や手数料の比較検討が容易となるよう視覚的な情報提供に努めております。

手数料の明示と比較容易性の向上

「利益相反管理方針」を厳守し、受託業務と投資助言業務間の弊害防止措置を講じています。
特に、当社はお客様と利害が対立するおそれのある「自己売買業務」を行わない体制を維持して
おり、利益相反の可能性を構造的に排除しております。

利益相反管理体制

（フジトミ証券 公式ホームページより）（フジトミ証券 くりっく株365ご案内パンフレットより）



金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則５」３．重要な情報のわかりやすい提供

お客様との情報の非対称性を解消するため、媒体特性に応じた「わかりやすさ」の追求を継続しています。
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投資初心者の方でも直感的に理解できるよう、ホームページ、動画、
パンフレットの制作・更新を継続的に取り組んでおります。2025年度
は、お客様が必要な情報へよりスムーズに到達できるよう、既存のホー
ムページ内における配置の見直しや導線の改善を段階的に実施し、
利便性と情報の検索性を高めるための点検・改修を行いました。

対面取引においては、リスクや手数料を簡潔にまとめた「重要情報シート」を面談時に
手渡し、丁寧な解説を行っております。また、ホームページには本シートの内容に基づい
たQ&Aを設置し、情報の可視化に努めております。

重要情報シートの活用

公式YouTubeチャンネルを通じ、テクニカル分析の手法や具体
的な取引戦略の立て方を継続的に発信しております。複雑なデ
リバティブ取引の仕組みやリスクを図解で解説することで、お客様
の理解を深めるサポートを行っております。

コンテンツ制作とユーザビリティ YouTubeによる学習支援

▼ホームページで重要情報シートを公開しています
https://www.fujitomi.co.jp/keyinfosheet/

（フジトミ証券 公式YouTubeチャンネルより）

https://www.fujitomi.co.jp/keyinfosheet/


４．お客様のニーズに合ったサービスの提供とDX推進

多様化するお客様のニーズに応えるため、対面・非対面の両チャネルにおいてサポート体制の高度化を図ってい
ます。
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金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則６」

2025年度は展示会等への出展18件、当社主催セミナーを2件
実施いたしました。
アンケートの結果、「当社主催セミナー満足度：100%（回答
者29名）」という極めて高い評価をいただいております。

セミナー満足度と活動実績

セミナー満足度

とても満足 満足

セミナー参加者へのアンケート調査
で100%のお客様に「とても満足」
「満足」とご回答いただきました。

新たな顧客情報管理システムを導入・定着させることで、お客様の
資産状況や取引経験に基づいた、より的確でパーソナライズされた
アドバイスやサポートを提供できる体制の構築に努めております。
また非対面取引での利便性向上を目指し、口座開設手続きを簡
素化・迅速化するオンライン本人確認システム（eKYC）の導入に
向けた環境整備および準備を進めております。

DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

コールセンターによる24時間サポートを継続しております。単なる注文
受付に留まらず、夜間の海外市場急変時など、動向に合わせたタイ
ムリーなサポートができるようスタッフを増員し、繁忙時でも安定した
サービス提供ができるように業務運営体制を強化しております。

24時間サポート体制の強化



金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則２・７」５．お客様本位の業務運営を促進するガバナンス

手数料収益のみに偏ることなく、預かり資産残高の向上やコンプライアンスへの取組み姿勢、お客様からの評価
を数値化して人事・業績評価に反映させております。この評価制度を適切に運用することで、従業員の適切な
動機付けを図っております。

営業部門および管理部門のメンバーで構成される「お客様サービス向上プロジェクトチーム」が毎月の進捗を確
認・検証しています。その活動内容は、経営陣が直接参加する会議体へ定期報告され、PDCAサイクルによる
業務改善を組織全体で推進しております。

当社は、お客様本位の業務運営を組織文化として定着させるため、社員教育を「導入」から「適切に運用・改
善」するフェーズへと進めています。定期的なコンプライアンス研修やコンプライアンスの実践に重点を置いた営業
研修などを通じ、すべての役職員が当社の経営理念である「お客様に満足される情報とサービスの提供に努め、
お客様に信頼される企業を目指す。」を体現し、お客様の期待に応え、信頼を積み重ねていける体制の構築に
努めております。

組織横断的なガバナンス

継続的な社内教育の定着

業績評価体系の実効性向上
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当社の取組みは「導入」から、PDCAサイクルによる「適切に運用・改善」するフェーズへと移行しています。
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